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後書きにかえて 

 

 

★メディカルトレーナーへの出発点 

野球の経験もなく、まして女性である私が

どうやって今の仕事に就くようになったのか、

不思議に思っている人もいるでしょう。 

私自身は学生時代バレーボールをしていて

高校を出ると体育大学へ進みました。当初は

体育の先生になろうと考えていたのです。し

かし、学校の先輩にトレーナーとして病院で

活躍している人がいて面白そうだな、と思い

進路を変更。この決断がメディカルトレーナ

ーへの第一歩となったのです。 

卒業後は “医学トレーナー”として病院に

勤めましたが、医師ではないので治療行為は

できません。では、何をしていたのかと言え

ば、スタート時は今で言う生活習慣病の患者

さんやその予備軍の方々へ体質改善を促す運

動指導です。当時はまだ病気と運動をセット

に考える習慣も少なく、仕事上のシステム作

りも一からやりました。まして体育の指導者

が医療機関で働くことは珍しく、周囲には｢体

育大学出身の者が医療の現場で何ができるの

か｣という懐疑的な目もありました。しかし、

その中で自分に何ができるのか、と日々考え

ながら、今の指導の基本でもある個人にあっ

た運動プログラム作りに取り組んでいったの

です。 

また、次に整形外科の現場では腰が痛い、

肩が上がらない、ヒザが曲がらない、といっ

た人たちの体育リハビリも指導しました。こ

こで体の根本的な仕組みを独学で学び、故障

箇所だけに目を向けるのではなく、全身のバ

ランスや神経系もつなげて考える大切さを知

りました。改めて振り返ると医学トレーナー

として活動した 10 年の経験が、今、野球で

故障を負った選手を指導する上で大きな基礎

となっていると痛感します。やはり体の基本

的な仕組み、運動の原理を理解した上でない

と深い指導はできないと思います。 

病院務めの中で医学的知識を蓄え、独立後

に今度は知り合いの整形外科の先生から、リ

ハビリの顧問をしてほしいと頼まれました。

そこで診療所へ行ってみると、故障を抱えた

中学生や高校生のスポーツ選手が電気や牽引

などの治療をしている光景を目にしたのです。

その時感じたのが、これでは根本的な解決に

はならない、運動への意識を失わずに筋力を

戻していかないとまた同じ故障を繰り返すだ

けだ！という思いでした。私の心は決まりま

した。それまで研究し、高めてきた医学的知

識を活かし、故障をしたことで弱くなってい

る体力を回復させる本格的な体育リハビリト

レーニングの指導者として活動し、同時に後

進を育成しようと。それが医学と運動学の両

方のスペシャリストとして、日本にはまだ存

在していなかった「メディカルトレーナー」

という職種だったのです。 

 

 

★関西メディカルスポーツ学院の設立 

二人目の出産と育児を機に病院を退職し、

現在の関西メディカルスポーツ学院の前身と

なる「ディーガムインストラクターアカデミ

ー」を設立したのが１９８５年です。エアロ

ビクスやヨーガ、ジャズダンスの教室を開き、

フィットネスインストラクター養成が主な仕
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事でした。 

病院で働いていた時代、スポーツ選手に限

らず、ケガや病気をした人々と触れ合う中で

強く感じていたことは、社会復帰するために

必要な体力づくりの重要性でした。健全な精

神は健全な肉体に宿るというように、人間は

運動を忘れると心も弱り“ケガ人”がいつか

“病人”になってしまう。ただ、日本には病

気や故障さえ治せばそれで治療は終わり、と

いう発想が世間一般にもスポーツ界にもあり、

本当の意味の社会復帰やスポーツ復帰まで携

わる専門家がほとんどいませんでした。その

部分に加え、高齢社会を迎え、いつまでも健

康で長生きできる人生を送るためにもメディ

カルトレーナーの必要性を強く感じるように

なっていたのです。 

そこでメディカルトレーナーを育てる養成

コースを作り、校名も「関西メディカルスポ

ーツ学院」に変更したのが９２年のことです。

38 歳の時で、それは大変でしたが一般の人は

もちろん、グラウンドへの復帰を願う選手た

ちを救いたい、「自分がやらなければ！」とい

う使命感の中で突っ走っていったように思い

ます。 

学院にはメディカルトレーナー科、メディ

カル介護トレーナー科、スポーツトレーナー

科、野球トレーナー科、ゴルフトレーナー科、

整体療法士科などがあり（現在は、トレーナ

ー学科と整体師学科）、２０００人以上の卒業

生を輩出しています。卒業生は病院や施術所、

スポーツクラブや介護老人保健施設などの現

場で、メディカルトレーナー、スポーツトレ

ーナー、介護トレーナーとして活躍していま

す。 

学院を運営していく中で、野球選手も徐々

に訪ねてくるようになってきました。ケア、

トレーニングの一方で、故障の再発を防ぐフ

ォーム作りやスキルアップを目的とした実技

指導を行う「野球塾」も９４年に設立。間も

なく需要も多くなったため、甲子園球場近く

に「ベースボールジム」という学院の付属施

設を作り、指導の場としました。実技指導を

始めた当初は、女性で野球経験のない私の活

動を不快に感じていた高校の監督さんやコー

チがいたことも事実です。ただ、私の考案し

たトレーニングや故障後のリハビリプログラ

ムによって、選手の潜在能力が引き出されて

いくことを目の当たりにすると、段々と理解

してくれるようになり、やがて学校に招かれ

て指導に関わるようになったチームもありま

した。 

さらに０６年には社会人やプロ野球選手を

育成することを最終目的に野球選手科も発足

しました。構想を膨らませていく中で野球に

対する同じ情熱をもつ元プロ野球選手にも出

会うことができ、現在は現場の指導者として

チームを任せています。創部６年目のチーム

ですが、都市対抗、日本選手権出場の目標に

向かって練習に励んでいます。 

また、今では全国各地で「ベースボールジ

ム」や「コンディショニングルーム」を開業

したり、高校の硬式野球部をはじめ、少年野

球や社会人野球、独立リーグなどでチームト

レーナーやトレーニングコーチとして関わり、

活躍している野球トレーナー科の卒業生も増

えています。 
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★野球との出会い 

野球選手のトレーニングに深く関わるよう

になったきっかけは、校名を変えてから２年

目の９３年でした。バレーボールで肩を故障

したある女性を診ていたところ、｢実は野球部

でピッチャーをしている息子がヒジの故障で

苦しんでいる｣と相談を受けたのです。それで、

本人に会い、次に本格的に投げている姿を見

たいと思いビデオを持ってきてもらったとこ

ろ…。なんとその子が持ってきたのがその夏

の甲子園大会の決勝で投げているビデオだっ

たのです。そこで初めてその子が甲子園の優

勝投手だと分かったのです。夏の甲子園の後

にヒジを痛めたらしく、いろいろな病院や治

療院も訪ねても症状が治まらず悩んでいると

いうことでした。 

訪ねて来たのは冬で、高校生活の最後の 1

年がもうすぐ始まるという時期です。すがる

ような思いで私を見ていたあの子の目は今で

も忘れられません。私もその必死の思いに何

とか応え、もう一度、マウンドから思い切り

投げさせてあげたいという一心で動作解析か

ら、リハビリトレーニング、そしてヒジに負

担がかからないフォーム作りへと取り組みま

した。残念ながら翌夏、チームは甲子園に出

場できませんでしたが、その投手は本来の投

球をできるまでに復活。力を出し切った満足

感を持って高校生活を終えることができたと

思います。 

これが野球との本格的な出会いでした。バ

イオメカニクス（身体力学）の専門分野を活

かして、どういう動きをすればどこに負担が

かかる、といった原理は理解していましたの

で、野球選手の指導だから特別に何かが違う

ということはありませんでした。まず、その

選手のフォームを見て故障の原因を探り、そ

こから動作解析を行い、負担のかからない動

き、フォームのタイミング作りを求めていき

ました。 

この投手の復活していく姿を見ていたチー

ムメイトが続々と私の元を訪ねてくるように

なり、一気に野球選手とのかかわりも深まっ

ていきました。実はその中に当時、高校生だ

った藤本敦士選手もいたのです。さらに噂を

聞きつけた他校の選手も学院を訪ねてくるよ

うになり、学院の「野球塾」は野球児たちの

駆け込み寺のようになっていったのです。 

また、指導者の方々との交流も増え、チー

ムのトレーナーを任されたり、地方の学校な

どへ指導に出向いたり、まさに 1 人の少年と

の運命的な出会いが私と野球との関わりをこ

こまで深めてくれたのです。 

 

 

★野球ＰＮＦトレーニング 

メディカルトレーナーは民間の認定資格で、

体を整えるための施術法や医学と体育の融合

による「動きの考察法」も私が開発したオリ

ジナルなものです。ただ、すべてに医学的、

運動学的な裏づけがありますから、卒業生は

医師からも信頼され、医療機関やスポーツ施

設、介護の現場でも活躍しています。このオ

リジナル技術や考察法を学べるのは関西メデ

ィカルスポーツ学院だけです。 

私が開発し、確立したメディカルトレーナ

ー独自の技法の特徴は、治療行為として患部

に直接アプローチすることはせず、故障した

ことによって失われた患部周辺や体全体のバ

ランスを整える手法を取ります。故障した原

因を取り除き、硬くなった筋肉はほぐし、鈍
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くなった神経を刺激する。そして、弱った筋

肉を鍛えて強くする。体が本来持っている機

能を呼び覚ましながら再発予防とリスク管理

を中心に行なっています。 

その中で私はメディカルトレーナーとして

長年の臨床経験と、研究分野である神経生理

学、バイオメカニクス、運動機能学などを基

に開発した、３Ｄ（矢状面・前額面・水平面）

を使ったコンプレックス（複雑な）ＰＮＦと

いう特殊技法を作り出しました。ＰＮＦとは

一言で言えば体の神経反射能力を刺激し、高

めることで体の機能を回復させる技法です。

例えば、手首を故障し、可動範囲が制限され

る選手に対し、手首からつながっている腕の

筋肉を刺激することによって筋肉を柔軟にし、

手首の可動域を広げていくといったものです。 

そもそも、近年、スポーツ界で広まりつつ

ある PNF とは、Proprioceptive 

Neuromuscular Facilitation の略で、日本語

で書けば、固有受容器神経筋促通法となりま

す。ちょっと難しい名前ですが、1940 年代に

アメリカで誕生した主に脳卒中のリハビリに

用いられる神経の促通手技です。特に対角螺

旋、ねじれを伴った動作および反射や柔軟性

の向上、各関節の可動域の回復に優れた効果

を発揮するとされています。つまり、体幹・

腕・脚などの各部位にねじれ動作を伴う野球

選手のパフォーマンス向上、障害予防、回復

には非常に効果的な手法と言えるものなので

す。そこで、このＰＮＦをより野球の動きを

考慮し、アレンジして作り上げたトレーニン

グを私は「野球ＰＮＦトレーニング」と呼ん

でいます。この手技については、ベースボー

ル・マガジン社発行の月刊誌『ベールボール・

クリニック』１９９７年９月号から１９９８

年１２月号まで１５回にわたって、「チームで

できる簡単ＰＮＦトレーニング」というテー

マで連載し、紹介しました。ただ、このＰＮ

Ｆという技法は極めて感覚的で施術者には技

術的な習熟が求められます。そのことが PNF

の普及への一つのカベにもなっていて、専門

のトレーナーでなければ施術は難しいと考え

られています。それは確かなことですが、中

にはごく基本的な動作で 2 人 1 組、あるいは

1 人でも行えるメニューもあり、それをこの

本の中で紹介したトレーニングにも組み込み

ました。 

また、他者に伝達していくのは難しい徒手

的アプローチですが、学院ではその技術も生

徒にしっかりと伝え、優秀な腕を持ったメデ

ィカルトレーナーや野球トレーナーを社会に

送り出すように取り組んできました。 

 

 

★11人のプロ野球選手誕生に関わる 

「先生、やりました、指名されました！」 

2006 年のドラフト会議当日、声を弾ませ連絡

をくれたのは千葉ロッテマリーンズから指名

を受けた松本幸大投手です。彼とは阪神大震

災の前年、彼がまだ中学生だった時にジムへ

来て以来の付き合いですが、苦労して辿り着

いた２６歳でのプロ入りでした。高校では順

調に成長したものの企業チームへ進むと、高

いレベルの中で出番に恵まれず悩む毎日…。

そこから「もう一度原点に戻る」と熱心にジ

ムに通いを始め、その中で私と共にサウスポ

ーながら腕を下げるフォーム（サイドスロー）

の改造に挑戦しました。「このままではいけな

い」という一心だったのでしょうが、それを

機に素質が開花。プロのスカウトの目に止ま



316 

 

るほどに成長していきました。ドラフト当日、

彼は自らの指名をインターネットで知ったそ

うですが、直後に私のところへ連絡をくれま

した。「誰よりも先に摩季先生に伝えたかっ

た」という言葉をもらった時は、私も本当に

嬉しくて心から「おめでとう！」と言わせて

もらいました。 

 この松本君を含め私が指導に関わった中か

ら１１人の選手がプロの世界へ進みました。

それぞれに思い出が詰まっていますが中でも

印象深い１人が本文でも触れた藤本敦士選手

です。故障のため大学を中退して戻ってきた

時の彼の腰は本当に深刻な状況で、野球より

もまず先に日常生活を送れる段階まで戻さな

いと、彼の将来が本当に辛いものになってし

まう、と私も必死の思いで取り組みました。

そこから劇的な回復を見せ、専門学校から社

会人野球を経て 2001 年に念願のプロ入り。

彼は自分の結婚式の場で「僕の（野球生命を

救ってくれた）命の恩人の先生です」と私を

紹介してくれましたが、当時の彼の辛さや不

安、 少しずつ復活していくときの目の輝きな

どが一瞬にして蘇り、自然と私の目からも涙

が溢れたことを覚えています。  

故障に悩み、技術に悩む選手たちが、立ち

直っていく過程に立ち会えることや、上を目

指す努力を続ける球児たちの成長に携わるこ

とはトレーナーとしてこの上ない喜びであり、

私を成長させてくれるものでもありました。 

 

 

★イチロー選手も愛用する CW-X 

メディカルトレーナーとして活動する一方

で、私は 1993 年 4 月から 2006 年 3 月まで

の 13 年間、 (株）ワコールウエルネス事業部

のアドバイザリースタッフの一員として、「コ

ンディショニングウエアＣＷ－Ｘ」の考案・

開発に携わってきました。そして、ＣＷ－Ｘ

プロモデルの機能設計も行いました。 

ＣＷ－Ｘの名前を聞いてピンと来る人もい

るでしょうし、そうでない人でも、イチロー

選手がトレーニング時に履いているウエアと

聞けば「ああ、あのウエアか」と思い浮かぶ

のではないでしょうか。 

イチロー選手は「僕にとってＣＷ－Ｘはス

パイクやグローブと同じ。もはやこれなしで

プレーするなんて、考えられないですね。翌

日に疲れを残さないことも重要なポイントで

すし、なによりＣＷ－Ｘの機能性に支えられ

ているという安心感が、僕のパフォーマンス

を根底から支えているんです」と、語ってい

ます（ワコールＣＷ－Ｘパンフレットより）。 

ワコール人間科学研究所が人間工学に基づ

き開発した、ソフトテーピング機能を搭載し

たコンディショニングウエアＣＷ－Ｘは、筋

肉や関節を適圧でサポートし、筋肉疲労を軽

減してスポーツ障害を予防する効果があり、

実際、イチロー選手だけでなく、多くのプロ

野球選手が試合中やトレーニング中に着用し

てくれています。 

 

 

★ 「着る筋力」マッスルパワーＳＴＢ 

ＣＷ－Ｘプロモデルシリーズの機能設計を

行い、プロモデルの全ての商品化が完了し、

ワコールウエルネス事業部とのアドバイザリ

ー契約が２００６年３月で終了しました。そ

の後しばらくしてから、今度はヨネックス

（株）からスポーツアンダーウェアの開発に

協力してほしいとの依頼を受けました。  
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これまで私はメディカルトレーナーとして

様々なスポーツ選手やクライアントの調整に

かかわり、筋肉を動きやすく、活性化する方

法の研究を行い、オリジナルの施術法（マッ

スルセラピー・総合整体療法など）やメディ

カルＳＴトレーニング法、コンプレックスＰ

ＮＦ、ＭＡＫＩ式ファンクショナル（機能的

な）テーピング法などを開発してきました。

そこで気づいたことは、骨格の歪みを矯正し、

体幹をはじめ四肢の関節をコントロールする

筋肉と神経を整えることが、スポーツ障害の

予防と運動能力を高めるポイントであるとい

うことです。 

そこで、従来のウェアとは全く違った高機

能アンダーウェアを作りたいと考え、２００

８年１月にＭＡＫＩサイエンスウェア開発研

究所（URL:http://maki - science.net ）を立ち

上げ、ヨネックスと共同開発したのが、「着る

筋力」マッスルパワーＳＴＢです（特許出願

中）。 

今回の開発で目指したのは、プレーヤーの潜

在能力を引き出し、故障から守るアンダーウ

ェアでした。それは、筋肉の起始部と停止部

を固定することによって筋力が発揮しやすく

なるという私が考えた「筋肉の起始部停止部

固定理論」に基づき、進化した発想から誕生

しました。ＳＴＢの発明にあたり、特にこだ

わったのが、骨盤から正しい姿勢（コアバラ

ンス）を整え、筋肉の動きをサポートし、関

節の動作を円滑にする機能設計です。これは

ヨネックスのテクノロジーによる着圧素材を、

縫い目を使わずに編み込みの位置や面積、収

縮方向などを考慮して、３段階の着圧を作る

ことによって成功しました。また、“着心地の

良さ”も追求しました。 

マッスルパワーＳＴＢトップス 

＜ハイネック長袖タイプ＞ 

 

※野球のユニフォームからロゴマークが 

 露出しないタイプもあります。 

 

マッスルパワーＳＴＢボトムス 

＜ロングタイプ＞ 

 

 上肢用ＳＴＢは、着るだけで前後左右のコ

アバランスを整え、肩甲骨の位置を正し、投

球動作などで肩と腕をゼロポジション近位置

に導きやすくする機能があり、腕が振りやす

くなります。また、長袖タイプはヒジを守る
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機能も搭載しました。 

 下肢用ＳＴＢは、骨盤の歪みの矯正効果が

期待でき、骨盤と股関節の安定効果を引き出

す特徴を持っています。したがって、体重移

動やボディターンがしやすくなります。また、

下肢の筋肉をサポートし、動きやすくするの

で、歩行や走り、足上げ動作などがしやすく

なります。ロングタイプはヒザを守る機能も

搭載しています。 

ＳＴＢは着るだけで骨格筋のバランスを整

え、柔軟性がアップし、自分の潜在能力を引

き出し、筋肉疲労を軽減する、正に「着る筋

力」と言えます。 

 また、着用を続けることで、神経の固有受

容器を刺激し、脱いでもその動きを筋肉にメ

モリーする効果も期待できます。 

 ２０１０年からは、藤川球児投手がヨネッ

クスとアドバイザリー契約をし、ＳＴＢを試

合でも着用。クローザーとして大活躍してい

ます。 

メディカルトレーナーの視点と経験から誕

生したマッスルパワーＳＴＢを着て、トレー

ニングや練習に励み、プロ野球や社会人野球

選手を目指したり、あるいは大好きな野球を

できるだけ長く続けていただければ幸いです。 

また、この本では、故障から復活のための

リハビリトレーニングの方法については紹介

できませんでしたが、専門書として『メディ

カルＳＴトレーニング＆メディカルＳＴテー

ピング法』を執筆しました（2011年 10 月発

刊予定）。 

また、文章では難しく、分かりにくい点も

多いと思いますので、この本で紹介したスト

レッチやトレーニング方法のＤＶＤも制作し、

普及できればと考えています。 

ご精読、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 ※ベースボールジムは、阪神甲子園駅から   

徒歩約３分の甲子園本店以外に、２０１１年

１０月に大阪市東淀川区にある井高野ゴル

フセンター内に開設する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       今年９０歳を元気に迎えた 

           私の尊敬する母と、 

       大好きだった今は亡き父に 

           この本を贈ります。 

 

         皆様のご協力と応援に 

         心より感謝いたします。 

        ありがとうございました。 

 

          ２０１１年７月７日 

              摩季れい子 


